
令和 5年 4月 14日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所:  多田自然農場　手作り工房

実施日程:  令和5年　4月14日 13:00-15:00 

利用者数:  全3名

講師:  斎藤正子氏　(おいしいスープの会)

＜目的＞
利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

＜成果＞
新商品が3種類増えた。

参加者のコメントから意欲が上がったように感じる。

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

利用者のスキルに差があり、そのフォローをしたいが、時間がなかなかと
れないことが課題である。

スキルに差があり、一度に覚えられない方もいるが、時間をかけて焦らず諦めずにやってみてほしい。

今後も連携していく中で、技術力にバラつきが出てきた際には、それに応じた対応をしていきたいが、なかなかじっくりと時間をかける余裕がない。これが
課題である。

利用者からの意見・評価

・初めて作ってみたが楽しい　　・いつも同じものばかりだったので、新しいことをやるのはいい　　等と新しいことに挑戦すると皆楽しそうである。できることに
は人によって差があるが、できる限り時間をかけて、長いスパンで育っていっていただきたいと考えるし、それを支援する側としてもやりがいを感じる。

住　所 岩手県遠野市青笹町中沢14-31 管理者名 荘司こずえ

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0198-62-7233 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 　多田自然農場　佐藤瞳

クッキー製造の研修を行う。これまでは簡単なプリンの補助のみの作業だったが、
集中力があり、計量ができ、順をおって異なる作業を覚えることができる人であれ
ば、誰でも最終的にはできるようになる。ここでは順番に何度も何度もやっても
らって覚えてもらう。中には人並外れた集中力で、大きさを上手にそろえることが
できる方もいる。

実施の概要:  今回の研修は施設外の企業において就労する利用者の皆さ
んのスキルアップをはかるために外部の講師を招き開催された。

利用者のスキルを上げることで就労先に新商品の提案ができる。また、利
用者としても新しい事をできるようになれば、モチベーションアップにも
繋がる。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 とおの野の花会 事業所番号 0310800123

様式２


	【様式２】利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

